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読者はピンホール写真の持つ
ルールを学び、
そして、そのルールを破る
ことも学ぶ。
また読者には、
ピンホール写真のハウ・ツー

（how to）だけでなく、
ホワイ・ツー (why to) こそ
伝えたい。

エドワード・レビソンン 著
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エドさんのピンホール写真教室　 冊

ご住所〒 TEL 取扱書店

お名前

下より切り離して、お近くの小売書店にお申し込みください。（ネットでの注文は http://www.iwanami.co.jp から）
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